
がんの75歳未満年齢調整死亡率
及び目標値の推移（人口10万人対）根拠法 がん対策基本法第12条

趣旨

・本県においてもがんは死亡原因の第1位となっており、
生涯のうち2人に1人はがんに罹患すると推計されてい
ることから、現行計画の評価を行った上で、国のがん
対策基本計画（平成29（2017）年改定）、島根県がん
対策推進条例などと調和を図り、全ての県民にとって
あるべきがん対策を推進するために計画を策定する
・平成20（2008）年3月に策定した計画を平成25
（2013）年改定に引続き、2回目の改定

期間 平成30（2018）年度～令和5（2023）年度の6年間

関連計画 保健医療計画、健康増進計画など

理念 すべての県民が、がんを知り、がんの克服を目指す

数値目標
がんの死亡率の低減（75歳未満年齢調整死亡率）
男性 H27（2015）105.2 →  R3（2021）86.1
女性 H27（2015） 54.9 →  R3（2021）50.4

第３期島根県がん対策推進計画の概要

女性

男性

全体目標Ⅰ

１
次
予
防

▶目指すべき姿
がんのリスク要因と
いわれている生活習
慣等の改善によって、
まずは避けられるが
んを防ぐ

▶数値目標
〇がん年齢調整罹患率（人口10
万対）
胃がん 60.9
大腸がん 51.8（81.9）
肺がん 37.1（37.3）
子宮頸がん8.1（54.2）
乳がん(女)73.2（84.1）
肝がん 18.4
（ ）上皮内がん含む値
（島根県がん登録）

▶主な施策
〇圏域ごとにがんの罹患、死亡状況
から重点的に取り組むがん種を選定
し、そのがんのリスクとなる生活習
慣の改善に取組む
・たばこの煙のない施設等の拡大などの
喫煙、受動喫煙対策
・健康経営を行う事業所を「しまね☆ま
めなカンパニー」として認定し、その
取り組みが優良なものについて支援を
実施※従業員等の生活習慣の改善等

〇感染に起因するがんについて感染
予防に取組む
・肝炎、子宮頸がん、ヘリコバクターピ
ロリ、ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型
への対策

２
次
予
防

▶目指すべき姿
がん死亡率低減が実
証されているがん検
診を実施することで、
がんに罹患しても早
期発見・早期受診に
つながっている状態
を目指す

▶数値目標
〇臨床進行度早期がん（上皮内
及び限局）で発見される割合
胃がん 55.1％
大腸がん 59.3％
肺がん 32.6％
子宮頸がん80.8％
乳がん(女)60.3％
（島根県がん登録）

▶主な施策
〇がん死亡率低減が実証されている
がん検診を精度管理の下実施する
・検診機関や市町村におけるがん検診実
施実態調査
・がん医療機器等整備事業
・各がん検診部会における精度管理の徹
底

〇働き盛り世代の受診率向上に取組
む
・かかりつけ医からの受診勧奨
・健康経営を行う事業所を「しまね☆ま
めなカンパニー」として認定し、その
取り組みが優良なものについて支援を
実施（再掲）※従業員等へのがん検診
等の啓発等

〇圏域ごとにがんの罹患、死亡状況
から重点的に取り組むがん種を選定
し、それに対応したがん検診の精度
管理・受診率向上対策の実施

各がん
部位
低減

各がん部位
10％増加
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島根県健康推進課がん対策推進室
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全体目標Ⅲ

患
者
家
族
支
援

▶目指すべき姿
患者や家族の治療や
療養生活の悩みが軽
減している状態を目
指す

▶数値目標
○自分らしい日常生活を送れて
いると回答した患者の割合
72.1％→77.7％
（国立がん研究センター患者体験調査）

▶主な施策
○小児・AYA（※）世代、働き盛り世
代、高齢者といった患者のライフス
テージごとの課題に対応できるよう
相談支援等の充実
・患者、有識者等による世代別課題検討
会議の実施
・がん相談員等の資質向上のための研修
の実施
・ピアサポート（がんサロン・ピアサ
ポーター）の充実のための研修の実施
・がん治療による外見変貌へのケア相談
会等を実施
・健康経営を行う事業所を「しまね☆ま
めなカンパニー」として認定し、その
取り組みが優良なものについて支援を
実施（再掲）※従業員に対する治療と
仕事の両立支援

○SNSを利用した双方向の情報発信
の実施
（※）AYAとは「Adolescent and Young 
Adult」の略で、「思春期と若年成人」を意味
し、主に15歳～30歳代（明確な定義がなく、
国や機関等によって若干の差がある。）を指す

が
ん
教
育

▶目指すべき姿
県民が自分や身近な
人ががんに罹患して
も、それを正しく理
解し、向き合えてい
る状態を目指す

▶数値目標
〇周囲の人からがんに対する偏
見を感じると回答した患者の割
合
5.5％→2.8％
〇周囲の人から不必要に気を遣
われていると感じると回答した
患者の割合20.4％→15.1％
（国立がん研究センター患者体
験調査）

▶主な施策
○子どもへは学校でのがん教育が円
滑に実施されるよう支援を実施
・教職員に対し、がん教育にかかる研修
会の実施
・がん経験者、医療従事者、行政などに
よるがん教育の外部講師養成研修を実
施

○大人へはメディア、SNS、ホーム
ページ、勤務先の事業所等それぞれ
の特性を生かした情報提供を実施
・学校でのがん教育授業を保護者へ公開
した場合に外部講師を派遣
・健康経営を行う事業所を「しまね☆ま
めなカンパニー」として認定し、その
取り組みが優良なものについて支援を
実施（再掲）※従業員等へのがんに関
する情報提供

全体目標Ⅱ

が
ん
医
療

▶目指すべき姿
県内どこに住んでい
ても安心してがん医
療が受けられる状態
を目指す

▶数値目標
〇5年相対生存率
全がん62.3％→増加
（島根県がん登録）
〇納得のいく治療選択ができた
と回答した患者の割合
81.9％→84.5％
（国立がん研究センター患者体験調査）

▶主な施策
〇国の拠点病院整備指針の改定に対
応等することで体制の維持を図る
・拠点病院機能強化補助金
〇がん医療の東西格差の是正をはか
る
・益田赤十字病院の国の地域がん診療病
院指定にむけた支援事業

〇地域の病院でも薬物療法や緩和ケ
アなどのがん医療が受けられる体制
づくり
・地域の病院におけるがんチーム医療の
質向上のための研修委託事業

〇治験や先進医療等に関する情報提
供の実施
・生殖機能温存のためのガイドラインの
普及等による患者への情報提供体制の
構築

緩
和
ケ
ア

▶目指すべき姿
患者や家族の痛みや
つらさが緩和され、
生活の質が向上して
いる状態を目指す

▶数値目標
○からだの苦痛がないと回答し
た患者の割合
54.1％→57.4％
○気持ちのつらさがないと回答
した患者の割合
54.8％→61.5％
（国立がん研究センター患者体験調査）

▶主な施策
○患者が望む場所で適切な緩和ケア
が受けられるよう、地域の緩和ケア
体制の強化を図る
・医療・介護従事者への緩和ケア研修の
実施
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できる治療は患者に身近な病院・場所で実施する仕組み（地域連携）を目指す！ 令和２年４月１日現在

島根県がん医療連携図

島根県がん診療ネットワーク体制

検診機関 地域の
病院

かかり
つけ医

拠点病院 地域の
病院

かかり
つけ医

拠点病院 地域の
病院

かかり
つけ医

歯科医
薬局

在宅
サービス

各医療の密な連携（機能分担）で最適な医療の提供を目指す！

がん検診体制 科学的根拠に基づくがん検診・精度管理
受診機会の増による受診率向上

がん診療体制 手術療法・放射線治療・薬物療法
科学的根拠に基づく免疫療法

緩和ケア体制 がんと診断された時からの緩和ケア
患者が望む場所での療養
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海士町

西ノ島町

知夫村

邑南町

飯南町

雲南市

奥出雲町

安来市

松江市

出雲市

大田市

川本町

浜田市

益田市

津和野町

吉賀町

益田圏域

隠岐の島町

美郷町

圏域区域界

浜田圏域

大田圏域

出雲圏域

松江圏域

雲南圏域

隠岐圏域

〇隠岐病院

〇隠岐島前病院

◎島根大学医学部附属病院

◎島根県立中央病院

〇出雲市立総合医療センター
〇出雲市民病院

〇出雲徳洲会病院

▲ヘルスサイエンスセンター島根

◎ 松江市立病院 〇安来市立病院

◎ 松江赤十字病院 〇安来第一病院

〇★松江医療センター ▲環境保健公社
〇 松江生協病院 ▲JA島根厚生連
〇 松江記念病院

〇大田市立病院

〇公立邑智病院

〇加藤病院

◎浜田医療センター

〇済生会江津総合病院

〇雲南市立病院

〇平成記念病院

〇町立奥出雲病院
〇飯南町立飯南病院

●★益田赤十字病院

〇★益田地域医療センター医師会病院

〇 津和野共存病院
〇 六日市病院

雲南・大田・隠岐圏域で

の診療体制向上

・がん患者は隣接拠点病

院へ流出し、圏域内完結

率は低い。

・隣接圏域への通院によ

る患者の負担大

→圏域内の診療体制向
上と、連携パスの活用に

より、拠点病院で行う高度

な診療以外は圏域で対応

可能に

県西部の包括的ながん

診療体制

・拠点病院は県東部に

偏っており、東西格差の解

消が必要

・益田赤十字の県連携推

進病院指定により自圏域

内完結率は高い

→放射線治療等の、より質
の高いがん医療の提供の

ため、浜田医療Ｃと益田赤

十字病院のグループ化を

目指す

江津市

１3.02％

１4.88％
26.88％

22.68％

5.70％

4.55％ 外来圏域外流出率

H27（2015）年

拠点病院がある圏域

拠点病院がない圏域

◎がん診療連携拠点病院 ●がん診療連携推進病院

〇がん情報提供促進病院 ★がん診療連携拠点に準じる病院

▲検診機関

●

◎

◎

◎

◎

◎



★全ての工程に県民、行政、医療機関、
検診機関、関係団体、事業所が関与

★評価は毎年実施し、計画中間年には、
評価に基づき計画の中間見直しを実施

★指標はがん登録データ等を活用

ＰＤＣＡサイクルに基づいた計画の推進
島根県がん

対策推進計画

実 行

評 価
がん対策推進協議会

及び各部会等

改 善

P

D

C

A

☆改定のロードマップ
H29.6 （がん協議会）全体構成の検討

9 （がん協議会）計画骨子の検討
〃 （県議会） 計画骨子の報告
11 （がん協議会）計画素案の検討
12 （県議会） 計画素案の報告
〃 パブリックコメント

(12/25～1/24）
H30.2 （がん協議会）計画案の検討

3     計画の策定
〃 （県議会） 計画策定の報告

島根県がん相談支援体制

がん相談及びピアサポート（がんサロン・ピアサポーター）の充実で、患者や家族の治
療や療養生活の悩みの軽減を目指す！

4

益田圏域

浜田圏域

大田圏域

出雲圏域

松江圏域

雲南圏域

隠岐圏域

【凡例】

がん相談支援センター

（ピアサポーター相談会）

・島根大学医学部附属病院

・松江市立病院

・松江赤十字病院

・県立中央病院

・浜田医療センター

・益田赤十字病院

病院内がんサロン（17カ所）

地域がんサロン（9か所）


